
既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計

千円 千円 千円

1 流域下水道事業収益 2,887,025 △ 140,393 2,746,632

1 営 業 収 益 926,277 △ 34,975 891,302

1 負 担 金 926,277 △ 34,975 891,302

紀の川流域 3,377
紀の川中流流域 △ 38,352

2 営 業 外 収 益 1,960,748 △ 105,418 1,855,330

2 他 会 計 補 助 金 439,183 △ 97,644 341,539

紀の川流域 △ 60,658
紀の川中流流域 △ 36,986

4 長 期 前 受 金 戻 入 1,480,790 △ 7,774 1,473,016

紀の川流域 1,310
紀の川中流流域 △ 9,084

流 域 下 水 道 事 業 会 計
令和７年度和歌山県流域下水道事業会計補正予算実施計画

収益的収入及び支出

収 入

款 項 目 備    考
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既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計

千円 千円 千円

1 流域下水道事業費用 2,887,025 △ 140,393 2,746,632

1 営 業 費 用 2,753,871 △ 138,992 2,614,879

1 管渠・ポンプ場・ 1,273,081 △ 131,218 1,141,863

処 理 場 費 紀の川流域 △ 51,885
紀の川中流流域 △ 79,333

2 減 価 償 却 費 1,480,790 △ 7,774 1,473,016
紀の川流域 1,310
紀の川中流流域 △ 9,084

2 営 業 外 費 用 133,154 △ 1,401 131,753

1 支 払 利 息 及 び 120,722 △ 1,689 119,033

企 業 債 取 扱 諸 費 紀の川流域 △ 941
紀の川中流流域 △ 748

2 消 費 税 及 び 12,432 288 12,720

地 方 消 費 税 紀の川流域 △ 4,455
紀の川中流流域 4,743

支 出

款 項 目 備    考
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既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計

千円　　 千円　　 千円　　

1 資 本 的 収 入 2,187,343 △ 595,854 1,591,489

1 企 業 債 361,000 △ 131,300 229,700

1 企 業 債 361,000 △ 131,300 229,700
紀の川流域 △ 44,400
紀の川中流流域 △ 86,900

2 補 助 金 1,465,268 △ 333,302 1,131,966

1 国 庫 補 助 金 866,500 △ 333,350 533,150
紀の川流域 △ 89,550
紀の川中流流域 △ 243,800

2 他 会 計 補 助 金 598,768 48 598,816
紀の川流域 △ 12
紀の川中流流域 60

3 負 担 金 361,075 △ 131,252 229,823

1 建 設 負 担 金 361,075 △ 131,252 229,823
紀の川流域 △ 44,412
紀の川中流流域 △ 86,840

収 入

款 項 目 備    考

資本的収入及び支出
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既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計

千円　　 千円　　 千円　　

1 資 本 的 支 出 2,187,343 △ 595,854 1,591,489

1 建 設 改 良 費 1,588,650 △ 595,854 992,796

1 建 設 事 務 費 75,650 △ 28,374 47,276
紀の川流域 △ 8,494
紀の川中流流域 △ 19,880

2 流 域 下 水 道 1,513,000 △ 567,480 945,520

建 設 事 業 費 紀の川流域

工事請負費 △ 171,880
委託料 2,000

紀の川中流流域

工事請負費 △ 392,600
委託料 △ 5,000

款 項 目 備    考

支 出
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千円

1

当 年 度 純 利 益 31,800

減 価 償 却 費 1,473,016

長 期 前 受 金 戻 入 額 △ 1,473,016

支払利息及び企業債取扱諸費 119,033

未 収 金 の 増 加 △ 5,905

未 払 金 の 増 加 54,280

前 受 金 の 増 加 額 8,782

前 払 金 の 減 少 額 0

小 計 207,990

利 息 の 支 払 額 △ 119,033

88,957

2

△ 362,717

70,609

243,650

598,763

550,305

3

企 業 債 に よ る 収 入 77,600

企業債の償還による支出 △ 598,693

△ 521,093

資 金 減 少 額 118,169

資 金 期 首 残 高 687,597

資 金 期 末 残 高 805,766

建 設 負 担 金 に よ る 収 入

国 庫 補 助 金 に よ る 収 入

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

他 会 計 補 助 金 に よ る 収 入

有 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出

令和７年度和歌山県流域下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書
（令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月 31日まで）

業 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

業 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

特　　　87



千円 千円 千円 千円

１

(1) 56,105,427

△ 11,082,543

45,022,884

(2)

12,750

45,035,634

２

(1) 805,766

(2) 136,235

(3) 0

942,001

45,977,635

３

(1) 6,119,148

6,119,148

４

(1) 617,114

(2) 585,964

(3) 161,771

(4) 1,000

1,365,849

負 債 の 部

固 定 負 債

企 業 債

未 収 金

資 産 合 計

前 払 金

企 業 債

未 払 金

前 受 金

そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

減 価 償 却 累 計 額

令和７年度和歌山県流域下水道事業予定貸借対照表
（ 令 和 8 年 3 月 31 日 ）

資 産 の 部

固　　定　　資　　産

有 形 固 定 資 産

固 定 負 債 合 計

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

流　　動　　資　　産

流 動 資 産 合 計

現 金 預 金

流 動 負 債

特　　　88



５

(1) 43,435,678

△ 11,185,366

32,250,312

39,735,309

６

(1)

イ 14,149

14,149

７

(1)

イ 4,293,542

ロ 1,898,413

6,191,955

(2)

イ 36,222

36,222

6,228,177

6,242,326

45,977,635

資 本 の 部

資 本 金

資 本 金
固 有 資 本 金

資 本 金 合 計

利 益 剰 余 金

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

繰 延 収 益

長 期 前 受 金 収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

剰 余 金

資 本 剰 余 金

国 庫 補 助 金

そ の 他 資 本 剰 余 金

負 債 合 計

長 期 前 受 金
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Ⅰ．重要な会計方針に関する注記

　１　固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産 

      　　　・減価償却の方法

　 　　　　　 　定額法による。

 　　　　 　・主な耐用年数

　　　　 　　 　建　　　　物　 　 8～50年

　　　 　 　　　構　 築　 物　 　30～50年

　　 　　　 　　機械及び装置　　　8～20年

            　　工具器具及び備品　5～15年

　　 　　　　 　車        両　　      6年

（２）無形固定資産    

・減価償却の方法 

定額法による。

２　引当金の計上方法

・貸倒引当金

貸倒実績がないため、計上していない。

　３　消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

注 記
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Ⅱ． 予定キャッシュ・フロー計算書に関する注記

該当なし。

Ⅲ． 予定貸借対照表に関する注記

予定貸借対照表に計上されている企業債（当年度末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものも含む。）のうち、一般会計が負担すると

見込まれる額は6,736,262千円である。

Ⅳ． セグメント情報に関する注記

１　報告セグメントの概要

和歌山県流域下水道事業会計は、紀の川流域下水道（伊都処理区）、紀の川中流流域下水道（那賀処理区）を運営していることから、２つを報

告セグメントとしている。

なお、各報告セグメントに属する事業の内容は次のとおりである。

２　報告セグメントごとの資産等

当年度（自　令和7年4月1日　至　令和8年3月31日）

施設の名称 処理する区域の存する市町

紀 の 川 流 域 下 水 道 　橋本市、かつらぎ町、九度山町

紀 の 川 中 流 流 域 下 水 道 　紀の川市、岩出市

（単位：千円）

紀の川流域下水道 紀の川中流流域下水道 合       計

  セグメント資産 22,141,279 23,836,356 45,977,635

  セグメント負債 17,937,086 21,798,223 39,735,309

  その他の項目

   有形固定資産及び無形固定資産の増加額 187,387 175,331 362,718
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前年度（自　令和6年4月1日　至　令和7年3月31日） 

Ⅴ． 減損損失に関する注記

該当なし。

Ⅵ． リース契約により使用する固定資産に関する注記

該当なし。

Ⅶ.  重要な後発事象に関する注記

該当なし。

Ⅷ.  その他の注記

該当なし。

（単位：千円）

紀の川流域下水道 紀の川中流流域下水道 合       計

  営業収益 498,025 305,368 803,393

  営業費用 1,295,572 1,055,517 2,351,089

  営業損益 △ 797,547 △ 750,149 △ 1,547,696

  経常損益 5,179 △ 4,090 1,089

  セグメント資産 22,673,793 24,303,534 46,977,327

  セグメント負債 18,469,934 22,283,399 40,753,333

  その他の項目

　　減価償却費 799,850 697,161 1,497,011

　　有形固定資産及び無形固定資産の増加額 95,671 563,674 659,345
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